
(申請様式) 
平成28年度高度並列化推進枠　課題申請書
公益財団法人　計算科学振興財団　
事務局長　殿
平成28年度高度並列化推進枠利用課題として以下の課題を申請します。
平成28年　　月　　日
利用課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．申請責任者
法人名： 　　　　　　　　　　　　　

法人規模：（該当する項目に○をつけてください。学術団体等の場合は不要）
　１．大企業 
２．資本金3億円以下又は従業員300人以下 
３．従業員20人以下
業種：  　　　　　　　　　　　　　
（所属の業種を、日本標準産業分類上の小分類（数字3桁以上）まで記載
分類コード参照　http://www.stat.go.jp/index/seido/sangyo/19-3.htm　
住　所：〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
責任者氏名：　　　　　　　　 　　
所属・職位：  　　　　　　　　　　　　　　　　　
担当者氏名：　　　　　　　　 　　印
所属・職位：  　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号： 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
電子メール：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．課題内容
２－１．希望単位・目標・社会還元成果
希望単位（最大4単位）
1単位あたり Dシステム16ノード　　　　　　単位
目標（以下からいずれか一つを選ぶこと。）
（１）[ □ ] 既存ソフトウェアの高度並列化
（２）[ □ ] 高度並列化された新規ソフトウェアまたはアルゴリズムの開発
（３）[ □ ] 上記（１）（２）の成果の公開、商用化等
（４）その他
 [以下のスペースに具体的に記入してください] 
社会還元成果 
（１）[ □ ] ソフトウェアの利用知見・経験公開 
（２）[ □ ] ソフトウェア（バイナリまたはソースコードまたは
その両方）またはアルゴリズムの公開
（３）[ □ ] 既存のソフトウェアの並列化・大規模化の結果
（４）その他
[以下のスペースに具体的に記入してください] 
２－２．概要（500字以内）
（どのような問題が存在し、どのように解決するか、社会に還元される成果が何かを記載してください。平成28年度高度並列化推進枠（以下「本枠」）課題概要として、弊財団パンフレットやウェブページ等で公開させていただきますので、企業機密等に触れない範囲で概要を記載してください。機密情報は記載しないようにしてください。）
２－３．利用目的（500字以内）
（どのような問題が存在しどのように解決したか、社会に還元される成果が何かとともに課題の目的と背景を記載してください。高度並列化推進枠審査委員会（以下「審査委員会」）以外には非公開とし、審査のみに利用します。審査委員が課題審査を行い評価可能かつ企業機密等に触れない内容を記述ください。機密情報は記載しないようにしてください。）
２－４．社会に還元される成果の詳細について（250字以内）
（２－１．で選択した「社会還元成果」に関して具体的に記載すること。
社会に還元される成果の内容と波及効果が審査で重視されます。）
２－５．利用課題説明（1,000字以内）
（審査委員会以外には非公開です。審査委員会の委員が課題の審査が出来る
程度の内容を記述ください。）
２－６．実施計画（半ページ以内）
（審査委員会以外には非公開です。利用課題の四半期毎の計画を具体的に記述
してください。）
平成28年4月〜6月
平成28年7月〜9月
平成28年10月〜12月
平成29年1月〜3月
２－７．将来計画（500字以内）
（審査委員会以外には非公開です。今回の成果がどのような将来計画に繋がる
のか具体的に記述してください。）
２－８．利用するコンピュータプログラムについて（1,250字以内）
（審査に利用します。審査委員会以外には非公開です。利用するプログラムについて動作実績：ハードウェア、OS、コンパイラ、ライブラリ、並列化ライブラリ等について具体的な環境名等を記載してください。Dシステムはローカルに6TBのストレージを持っています。）
２－９．申請課題の基礎となる公表情報について（１ページ以内）
（審査に利用します。審査委員会以外には非公開です。論文、学会発表、技術報告書、マスコミ記事、特許出願、特許等、組織外に公表された情報を記入ください。）
３．注釈　　
（専門家以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やして
ください。）
【注1】
【注2】
【注3】
【注4】
【注5】
【注6】
４．用語集　
　（専門家以外にも分かるように記載をお願いします。項目数は適宜増やして
ください。）
【用語1】
【用語2】
【用語3】
【用語4】
【用語5】
【用語6】

